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出雲 剛 

 

開頭脳動脈瘤クリッピング術の基本 

 可及的画一化された手術手技の習得を目指しましょう 

 ボディーコントロールを念頭においた開頭脳動脈瘤クリッピング術の習得を目指し

ましょう 

 

執刀医（外科医）の心掛け 

 動脈瘤に限らず、血管外科の基本は“proximal control”です。これなく無

くして動脈瘤およびその他の病変にアタックすることは『禁忌』です。 

 『May I touch you, sir?』米国の某脳神経外科教授のお言葉です。正常構造

には最大限の敬意をはらい、紳士的な優しさをもって、手術操作しましょう。 

 後ろで見ています。自分の実力ではどうしようもないと思ったら、すぐに手

を代わってもらいましょう。     

 その気づきが“外科医のセンス”です。 

 執刀した以上、最後まで責任を持ちましょう。 

 執刀医は誰よりも（患者さん家族よりも）患者さんを心配する存在でありま

しょう。術後は主治医よりも、より頻回に・より詳細に診察すべきです。 

 イメージトレーニング（想像の世界）は時間的にも空間的にも自由で融通の

利く世界です。執刀の機会があれば術前に１００回はイメージトレーニング

を行いましょう。 

 日々、顕微鏡下吻合のトレーニングを行いましょう。 

 


